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「
遊ゆ
う

々ゆ
う

の
森
」の
積
極
的
利
用

　

こ
の
制
度
は
、
森
林
管
理
署
等
と

学
校
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
教
育

委
員
会
、
民
間
団
体
な
ど
が
協
定
を

締
結
し
、
国
有
林
の
豊
か
な
森
林
を

提
供
し
て
、
森
林
で
の
遊
び（
秘
密

基
地
作
り
等
）、
自
然
学
習（
野
生
動

植
物
の
観
察
等
）、
林
業
体
験（
丸
太

切
り
、
下
草
刈
り
等
）等
の
様
々
な
体

験
学
習
を
実
施
す
る
も
の
で
、
現
在
、

13
カ
所（
３
９
９
ha
）設
定
さ
れ
て
い

　

四
国
森
林
管
理
局
が
管
理
経
営
す
る
国
有
林
野
は

約
18
万
ha
で
、
四
国
の
面
積
の
10
％
、
森
林
面
積
の

13
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
な
気
候
や
豊

富
な
降
水
に
恵
ま
れ
、
藩
政
・
明
治
時
代
か
ら
植
林

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
国
有
林
の
約
７
割

が
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と
す
る
人
工
林
で
す
。

　

国
有
林
は
、
主
に
四
国
脊
梁
山
地
に
分
布
し
、
特
に
西
日
本
最
高
峰

の
石い

し

鎚づ
ち

山（
１
９
８
２
ｍ
）を
中
心
と
し
た
山
系
に
は
広
大
で
植
物
学
的

に
も
貴
重
な
天
然
林
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
三
大
ス
ギ
美
林
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
高
知
県
馬う

ま

路じ

村
魚や

梁な

瀬せ

千せ
ん

本ぼ
ん

山
の
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
は
、
樹
齢
を
重
ね
て
も
成
長
が
衰
え
な
い

の
が
特
徴
で
、
２
０
０
年
を
超
え
て
な
お
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
四

国
局
で
は
、
こ
う
し
た
特
色
を
生
か
し
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
森
林

環
境
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す 

。

次世代の子どもたちへの
森林環境教育の推進

－森林ボランティア及び学校教育関係者等との連携－

四国森林管理局四国森林管理局

国有林野事業の取組

遊々の森（香川）下草刈り

遊々の森（香川）  森林土壌を用いた、水の浄化実験 石鎚山
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ま
す
。

　

全
国
第
１
号
と
し
て
平
成
14
年
に
協
定
が
結
ば

れ
た「
遊
々
の
森
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
コ
ー
ス
」（
香

川
森
林
管
理
事
務
所
）で
は
、
毎
年
、
活
発
な
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
度
も
、
自
然
学
習

や
下
草
刈
り
、
ブ
ラ
ン
コ
遊
び
等
の
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
遊
々
の
森
」で
の
様
々
な
活
動
を
通

じ
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
人
々
の
生

活
や
環
境
と
森
林
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
と
関
心

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

入
門
講
座
」の
開
講

　

近
年
、
国
民
の
社
会
参
加
意
識
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
理
解
と
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
中
、
団
塊
世
代
を
中
心
に
自
ら
森
林

整
備
・
保

全
を
行
い

た
い
と
考

え
る
人
が

増
え
て
い

ま
す
。
そ

の
活
動
内

容
は
植

林
か
ら
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
等
の
林
業

機
械
を
使
う
森
林
整
備
や
、
森
林
環

境
教
育
活
動
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
志
す
方
に
、

森
林
・
林
業
分
野
の
基
礎
知
識
、
や

や
高
度
な
林
業
技
術
を
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
入
門
講
座
を
平
成
19
年
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。入
門
講
座
は「
森

林
環
境
教
育
」「
森
林
整
備
」「
木
材

利
用
」の
３
講
座
を
３
日
間
か
け
て

行
い
ま
す
。

　
「
森
林
環
境
教
育
」で
は
、
森
か
ら

の
贈
り
物
で
あ
る
小
枝
等
を
使
っ
て

の「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」づ
く
り
を
行

い
、「
森
林
整
備
」で
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
正
し
い
使
用
法
を
学
ぶ
た
め

の
、
目
立
て（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃

の
研
磨
）、
樹
木
の
切
り
倒
し
な
ど

の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
木
材
利
用
」で
は
、
木
材
市
場
、
製

上：サポート講座〈座学）
右：サポート講座
　　（間伐体験）

材
工
場
及
び
建
設
中
の
木
造
住
宅
を

見
学
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
教
育
サ
ポ
ー
ト

講
座【
森
林
の
楽（
学
）育
】

　

四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
環
境
教
育

に
関
す
る
指
導
者
の
裾
野
を
拡
大
す

る
た
め
、
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
教
職
員
を
対
象
に
平
成
19

年
か
ら
毎
年
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
研
修
会
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で

発
行
し
て
い
る「
森
林
環
境
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」 

の
炭
焼
き
体
験
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
内
容
に
つ
い
て
、

実
際
に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

使
っ
て
体
験
し
な
が
ら
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
ま
で

の
受
講
者
は
、
１
１
０
名
に
達
し
、

「
森
林
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
の
場
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
森も

林り

の
達
人
集
」の

作
成
と
情
報
の
発
信

　

多
様
な
森
林
環
境
教
育
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
枝
、
葉
、
ツ
ル

な
ど
の
自
然
の
材
料
を
用
い
た
り
、

林
内
、
渓
流
な
ど
と
い
っ
た
森
林
環

境
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
す
る

遊
び
や
活
動
に
精
通
し
て
い
る
人
を

「
森
林
の
達
人
」と
し
て
登
録
し
て

い
ま
す（
平
成
23
年
３
月
末
現
在
41

名
）。
四
国
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
森
林
の
達
人
集
」と
し
て
取
り
ま
と

め
て
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
達
人
と

連
携
し
た
森
林
環
境
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た「
き
の
こ
観

察
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
大
好
評
を
得

ま
し
た
。

　

今
後
、
森
林
環
境
教
育
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、「
森
林
の

達
人
」及
び「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
さ
ら
に
増
や
し
、
学
校
教
育
関
係

者
や
森
林
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
強
化
を
進
め

る
予
定
で
す
。

食べられるきのこかどうかを判別する達人

入門講座（チェーンソー）


